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1. はじめに

近年，パノラマ画像の利用が増加している．それは，デジ
タルカメラやスマートフォンの発達，専用の撮影機材による撮
影が容易になったためだと考えられる．パノラマ画像は 1枚の
情報量が多く，VRコンテンツとして利用することで閲覧者に
臨場感を与えることができる．また，通常の画像よりも広い範
囲の撮影を行っているため，撮影者の意図が反映されにくい．
そのため，閲覧者は撮影者の意図に影響を受けることなく，自
分の視点でパノラマ画像を閲覧することができる．
閲覧者が撮影者の意図の影響を受けないという点は，様々な

側面の情報が存在する観光にとって有用である．そこで，我々
はこれまでに観光予定者のためのパノラマ画像を介した情報共
有システム「フォトリート」を開発してきた [1]．
前回の実験では，パノラマ画像に関連のある情報を関連づ

けることで利用者へ観光情報の共有を行った [1]．バスの時刻
表やバスの目的地のパノラマ画像を観光情報として共有するこ
とで，バスの目的地となる場所に出かけると想定してシステム
を利用した際，利用者に安心感を与えられることがわかった．
このことより，情報の関連づけなどによりパノラマ画像に対す
る情報を増やすことで，利用者は安心感を得るなどの影響があ
ることがわかった．本研究では，画像よりも情報が多い動画に
着目し，動画利用を行うことで観光地の情報を増やし，観光地
への興味・関心の喚起を支援する．
本稿では，「フォトリート」の概要，動画利用を行う動画閲

覧機能について述べる．

2. 関連研究

パノラマ画像を用いた研究として，松本による災害コミュニ
ケーションおよび視覚情報の共有手法の提案がある [2]．この
研究では災害時における地理情報の共有のためにパノラマ画
像を使用している．一般的なカメラの撮影では限られた範囲で
しかデータを保存できず，パノラマ画像，特に 360 度パノラ
マではより多くの視覚情報を保存できるためである．さらにパ
ノラマ画像に GPS位置情報を付与することで撮影時刻・位置
情報を元に被災状況の推定や，より的確な災害復旧・減災に寄
与することができると松本は考えている．本研究においても，
より多くの視覚情報が保存できるという観点からパノラマ画像
を使用する．しかし，観光支援を目的としているため，本シス
テムは日常的に使用できる設計とした．
写真を用いた観光支援に関する研究として，長尾らの観光

スポットまで足を運ぶ動機付けにスタンプラリーの仕組みを応
用した観光支援がある [3]．これは従来からある観光イベント
に注目し，観光地での写真撮影をスタンプに見立てることで，
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図 1: システム構成

撮影対象への観察を通して観光スポットへの興味・関心を喚起
することを目的としている．益田らは観光地で撮影された写真
を加工して四コマ物語を作成し共有することで，利用者に観光
地の新たな魅力を発見させ観光誘導を行う研究を行った [4]．
また，益田らは以前にも，観光者が観光地で撮った写真に自

由に落書きをし共有しあうことで，観光地への訪問を誘導する
システムを提案している [5]．奥山らによる観光地で撮影され
た位置情報付きの写真を利用し，位置軌跡を利用した旅行プラ
ンを推薦する研究も行われている [6]．これらは，写真の撮影
を意図的にさせることで観光地への興味・関心を促している．
本研究では，観光地に対する様々な形式の情報をパノラマ画像
に増やすことで興味・関心を促す．

3. フォトリート

3.1 概要

フォトリートのシステム構成を図 1に示す．本システムは，
Web ブラウザ上で動作するアプリケーションである．サーバ
にはシステムで利用するパノラマ画像およびパノラマ画像に関
連づけられたコンテンツが保存されている．
本システムの開発には，HTML5.0と JavaScript，PHP5を用

いた．また，データベースの管理にはMySQLを用いた．デー
タベースには，パノラマ画像に関連づけられたコンテンツの内
容および関連づけられたコンテンツが付けられているパノラマ
画像の座標データが保存されている．保存されている関連づけ
られたコンテンツのデータは，データベースから呼び出すこと
でパノラマ画像上に表示される．

3.2 画像閲覧機能

本機能では，利用者はパノラマ画像で撮影されているまち
並み・風景を自分の視点から見ているように閲覧することがで
きる．パノラマ画像は通常の写真と比べて大きいサイズであ
るため，撮影されている物が確認しづらく，拡大表示を行うと



スクロールを行わなければいけない．そこで本システムでは，
パノラマ画像の閲覧にパノラマ VRという技術を使用する．
パノラマ VR とは，周りを見渡せるように風景や施設内部

を閲覧することができる技術のことである．

3.3 アノテーション機能

3.3.1 アノテーション追加機能

本機能では，利用者は閲覧しているパノラマ画像に自由に
アノテーションを追加することができる．システムのパノラマ
画像の表示領域上でダブルクリックを行うと，アノテーション
の入力フォームが表示される．表示された入力フォームから付
与するアノテーションのボタンをクリックすることでアノテー
ションを追加できる．入力フォームは入力アイコン，もしくは
入力フォームにマウスオーバーしている間は表示する．入力ア
イコンは，クリックすることで消すことができる．
アノテーション追加機能で追加することができるアノテー

ションは「いいね」「これなに」「コメント」の 3種類である．
以下に，追加できるアノテーションについて説明する．

3.3.2 アノテーション表示機能

本機能では，利用者はシステムが表示するアノテーションに
よって，パノラマ画像で撮影されている建物・風景・オブジェ
クトについての情報を得ることが可能である．また，3.3.1項
で述べたアノテーション追加機能によって追加された他の利用
者が追加したアノテーションも表示される．
表示されるアノテーションは 3.3.1項と同様に「いいね」「こ

れなに」「コメント」の 3種類である．アノテーションが付い
ている目印として，アノテーションがある場所にはアイコンが
表示される．
アノテーションの内容は，アイコンにマウスカーソルをマウ

スオーバーすることで閲覧できる．アイコンの上下左右いずれ
かの方向に吹き出しが表示され，吹き出しの中にアノテーショ
ンが表示される．

3.4 観光情報共有機能

3.4.1 詳細画像表示機能

本機能は，パノラマ画像に撮影されているものの詳細を，別
の写真として画像表示を行う．3.2節の画像閲覧機能では，利
用者がパノラマ画像に撮影されたものを詳しく見たいと思って
も，対象物が小さい場合は，詳しく見ることができない．そこ
で，パノラマ画像上に撮影されたものをより詳細な別の画像と
して用意し，画像をポップアップ表示する．本機能により，1
つの画像としてパノラマ画像内にあるものを表示し，パノラマ
画像に対してより詳細な情報を提供することを目的とする．
共有されている観光情報がある場合，パノラマ画像，もし

くは拡大表示された画像上に観光情報共有機能のアイコンを表
示する．

3.4.2 リンク機能

本機能は，観光予定者が目的地へ行くことを支援するため，
現在表示しているパノラマ画像から別のパノラマ画像へと移動
する機能である．例えば，パノラマ画像上の看板に書かれてい
る施設名や観光地名，時刻表上に表示されているアイコンをク
リックすると，該当するパノラマ画像へ移動できる．リンク機
能によって，他のパノラマ画像への移動を可能にすることで，
撮影されているパノラマ画像に関する情報量を増やすことを目
的とする．また，案内システムのような利用も可能になること
を想定している．

パノラマ動画

図 2: パノラマ動画の例

パノラマ動画の表示領域
（ア） システム上でマウスカーソルをドラッグする前のパノラマ写真

マウスカーソル

パノラマ動画の表示領域
（イ） システム上でマウスカーソルをドラッグした後のパノラマ写真

マウスカーソル

図 3: MotionVRの動作例

パノラマ画像，もしくは画像に別のパノラマ画像と関係す
るものがあった場合，関係するパノラマ画像があることを表す
リンクアイコンを表示する．

3.5 動画閲覧機能

本機能では，利用者はパノラマ動画で撮影されているまち
並み・風景を自分の視点で移動しているように閲覧することが
できる．動画は時間の概念も含むため，画像を閲覧するよりも
情報量が多い．3.2節で述べた画像閲覧機能による画像の閲覧
だけでなく，動画の閲覧も行えるようにすることで，画像だけ
では得られない情報や，その場の空気といったものも利用者に
与えられるようになると想定される．
本システムは，通常の動画ではなく，360度を撮影したパノ

ラマ動画を利用する．パノラマ動画の例を図 2 に示す．パノ
ラマ動画を利用することで，通常の動画では見ることができな
い方向への動画視聴が可能となる．パノラマ動画はパノラマ
画像と同様に，通常の動画よりも大きいサイズであるため，動
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図 4: 動画閲覧機能にアノテーション機能を適用した画面例

画の視聴が行いづらい．そのため，本システムではMotionVR
という技術を使用する．MotionVRとは，パノラマ動画を利用
し，撮影者と同じ視点に立った状態で周りを見渡すように動画
の視聴を行える技術である．
本システムでは，パノラマ動画をマウスカーソルでドラッグ

することによりMotionVRを実現する．MotionVRの動作例を
図 3 に示す．図 3-(ア) の画面でマウスカーソルを右にドラッ
グする．すると，表示しているパノラマ動画の視点が右に移動
し，図 3-(イ)の画面になる．
本機能は，3.3節で述べたアノテーション機能，3.4節で述

べた観光情報共有機能の適用も検討している．アノテーション
機能を適用した例を図 4に示す．

4. おわりに

本稿では，パノラマ画像および動画を用いた観光支援シス
テム「フォトリート」の提案について述べた．検討している機
能として，動画閲覧でのシステム利用が行える動画閲覧機能が
ある．
今後はこの機能の開発を行い，パノラマ動画を用いた評価

実験を行う．また，利用者がまだ行ったことの無い観光地への
興味・関心の喚起の有用性評価を行う．なお，パノラマ動画に
は，和歌山県の高野山にある町石道を撮影した動画の使用を検
討している．
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